
 

創立 150周年をむかえて 

八鹿小学校は創立 150周年の節目の 1年を迎えました。全校朝会では以下のような内容で、八鹿

小学校 150年の歴史を子どもたちに話しました。 
 

□ 150年前（明治 6年）11月 28日、屋岡小学校ができました。「や

おか」と「ようか」。よく似た名前ですね。これが八鹿小学校のは

じまりです。 

□ 110 年前の卒業写真には、今も八鹿小に残っているものが見つけ

られます。「亦透（またとおる）」の額です。144年前に書かれたこ

の書が八鹿小学校の校訓になっています。「心を集中して物事を行

えば、どんな困難にも打ち勝つことができる」という意味で

す。 

□ 62年前、「希望の像」ができました。今は正面玄関に設置さ

れています。この像ができた頃が八鹿小の子どもの数がい

ちばん多かった時代です。昭和 33年には 975人の児童が学

んでいました。昭和 38年には裏校舎が火事になりました。

たいへんな事故も起こったのですね。 

□ 56 年前にできて、今も現役で使い続けているものがプール

です。学校の中でいちばん古い建築物ではないかと思います。

プールができた頃にこの学校におられたのが東井義雄元校長

先生です。優れた実践を残されて、全国から多くの先生たちが

八鹿小学校を参観に来られたそうです。バルコニーがある、こ

んなにかっこいい校舎だったのですね（→） 

□ 39年前には「希望の塔」ができました。今も年に２回、この希

望の塔を開ける機会があります。八鹿小には「希望の

像」と「希望の塔」があるのです。子どもたちの希望や

夢を大事に育てようとしてきた学校です。 

□ 11 年前には小佐小学校と統合しました。玄関前に球形

の記念碑があります。 

□ さて、もっと古く 89年前にできて、今も大活躍のもの

があります。何でしょうか。それは校歌です。実は校歌

は四番まであるのです。全校生で一度歌ってみたいです

ね。「げに生々と常に明るし」。“本当に生き生きとしていて、いつも明るい子たちだ”という校

歌の一節は、まるで皆さんのことを言っているようです。こんな校歌に願われて、八鹿っ子は育

っているのです。 

□ 150 年前から歴史を刻んできた八鹿小学校。その間におよそ 13,500 人の卒業生が巣立っていき

ました。八鹿小学校ならではの「がんばることをよしとする」校風が生まれました。そして今、

150 年間進んできた矢印の、いちばん先っぽにいるのが君たち 246 人です。150 年の歴史の先頭

をしっかりと進んで八鹿小学校の新しい未来を創っていきましょう。 
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【八鹿小学校 HP】 http://yabuboard.ed.jp/youka-es/ 
【八鹿っ子ブログ】 https://youkakocho.fc2.net 

〜ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成〜 

亦透の扁額が見えます 

希望の像 

S42プール竣工 

S59 希望の塔 
H24 統合記念碑 

50年前の校舎 

http://yabuboard.ed.jp/youka-es/
https://youkakocho.fc2.net/


■ 演劇ワークショップ 【６年生】  ７月４日 

江原河畔劇場の俳優さんに講師としてお越しいただき、演劇ワーク

ショップを行いました。コミュニケーションや、集団で合意形成する

体験をしていきます。６年生の子たちは、２時間の間、常に生き生き

とした活動ぶりでした。反応も良く、じ

ょうずに話し合いができることを講師

さんたちもほめてくださいました。短

い時間の中で合意形成を図るには「折り

合いをつける」ことが必要です。知らず

知らずのうちにコミュニケーションの技を使っていることに気づいた

り、集団で一つのものを創り上げる達成感を味わったりすることができ

ました。今年度は４年生と５年生でもこのワークショップを実施します。 

■ 地域の皆さんによる授業支援 【５年生】   

５年生家庭科「はじめてのソーイング」の授業に、地域の方々

がボランティアとして支援に入ってくださいました。６月下旬か

ら７月にかけて、計６回、のべ 20人の方にお世話になりまし

た。子どもたちに優しく声をかけ、ていねいに教えていただいた

おかげで、ひとりひとりに合わせたきめ細かな指導ができまし

た。ありがとうございました。 

■ クリーンセンター見学【４年生】６月 28日 

４年生の社会科では、私たちの生活を支える「ヒト・モノ・コト」

について学んでいます。ゴミ処理施設の工夫とそこで働く人たちにつ

いて調べました。南但クリーンセンターは私たちの美しい養父市を持

続可能にしていくための施設です。私たちが生活を続けていくために

働いてくださる人たちがいて、施設があります。持続可能な養父市に

していくために、私たち自身はどうかかわっていけばよいのか、４年

生の子たちは真剣に学習していました。 

■ 運動会は午前中開催とします 

コロナ禍にあった 3 年間、「体育発表会」として開催してきた運動会ですが、今年度は名称を「運動

会」に戻して開催します。ただし、練習期間も含めた子どもたちの体力面への配慮、熱中症予防、授業

時間数の確保、保護者の負担、等々さまざまな条件を総合的に判断し、午前中開催の運動会とします。

保護者観覧の入れ替えをなくし、プログラム数は昨年度よりも増やす方向で計画を進めています。ご理

解いただきますよう、お願いいたします。詳細については２学期のはじめにお知らせする予定です 

 
 

■ 「ねるねるウイーク」の取組が“令和４年度優れた「早寝早起き朝ごはん」の推進にかかる文部科

学大臣表彰”を受けました 

市内各校を巡回していた大きな賞状が本校にもやってきて、子ども

たちにお披露目しました。養父市小中義務教育学校では、生涯にわた

って、健康的な生活を送ることを目指して「睡眠」「朝食」「排便」を

キーワードに生活習慣指導に取り組んでいます。夏休みも「ねる・お

きる」、「たべる・だす」のリズムを大切に、元気に過ごしましょう。 

寸劇の発表。このグループのテ
ーマは「クリスマス」 

活発なコミュニケーション 

【日時】９月 16日（土）8：45〜12：15   ※雨天順延 
  ※ お弁当を各学級で食べ、５校時を授業した後、下校します。 

大人がたくさんいる教室 

ストックヤードを見学 


